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272.舵灘女性における腹部脂肪諮穣の簡易推定
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全身および!度経内における脂JlIjの過剰蓄積;之、指紫・

糖質代言語異常{挺j議症・糖尿病)や循環器系疾患、(高

lfIU主)などと?賢建に関連する可能性が報告されている。
このような中、関連諸学会や研究者は適正(探準)と

考えちれる体格指数(lうMI)、枠脂肪率、腹腔i勾脂肪
蕗積などを提案している。一方、腹部における脂肪の

蓄積状態が健紫指標の一つになると強議されているに

もかかわらず、それを簡易に推定する方法の提示はな

されていなL、。本研究ではこの点に着目し、現在の体

重 (XJ)、f本ij¥fi号7jE苧 (X2)、βMI (X3)、j奮年齢 (X4)、
車!王、 IIui訓告質、 l(rr棒、動部長硬{ヒ指数、枠カ 〈最大寸穀

業摂取量などに思い出し法による20議時の体重 (X;)、
XIとX日の差(d. wt: X6)、X:3と 20議時のsMIの差 (6
sMl: X7)などを説明変数とする重沼帰分析を施した。
対象者は31-66畿の肥満傾向の女性128名 (~9.7土7.2
議、体脂肪率36.9土4.4%、BMI28.8士2.9kg/mり
であった。結果は下記のとおちである。 iBMIJ I主選
択されなかったが、 iBMIの変化」や「体重の変化」、 iZO

義時の体重」は現在の脂肪蓄積状態を知る上で有効な

i吉報となることが示唆された。しかし、疾患との関i重
が指織されている駿ij出荷脂肪顕按やVSlヒ(践粍内Jj旨
紡面積÷腹部皮下脂肪出穣)を f~ し量るには、本研究
で取り扱った変数の寅献度が高くなかった口また、

我々が先に報台した腹経r)~Jj部路面議インデ yクス(体
重÷身長×ウエストヒ yプj七)の有用性を本磁同究でも

検討した。腹腔内路紡(1fl積との相関係数0.42は有;章、で

あったが、高くないことがうかがえた。今後、緩桂内

結紡部殺を腹腔内脂肪麓(容積) !こ鑓きかえたり、賞

j献度の高い他の説明変数を取り入れたりするなどの工

夫が必要と考えられる。

基準変数 標準偏困対f係数と説明変数{重桔関係数)

腹部総脂肪面積十 0.71X1十0.23X2十0.20X4 (0.78) 

腹部総結JlJj面積十 0.82X7十O.48X5十0.28X4 (0.80) 
絞腔内務紡題横十 0.61X7十0.29X4+ 0.21Xs (0.60) 
V Sl七十0.28X7→-0.25X，1 (0.37) 

V SJ:七十 0.38X6十0.37X'1-0.25Xz (0.41) 
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